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の 授 業 実 践

山形大学大学院教育学研究科　　小野　朋子

概･堤　２年生に箱の形の２次元表象能力についての調査を行った。その給果を

踏まえ，｜辺13ぶ|」の学習を実行することが可能と判断し，平行関係を使

わずに描く方法を 佇えた。「はこの形」の授業実践を児童の見取図に関す

る･μ前調介結米と共に報告する｡

キーワード:Q, 収図　縦の辺の長さ　縦の辺の鉛直

１　はじめに

私たちは，３次元空間の中で生活し，３次元の環境の情報の大部分を２次元世Ｗのもの

を通して得ることが多い。そこで，３次元空間を２次元に表現すること，２次元の表現を

読み収る（解釈する）ことが大凶 こなってくる｡ 城（1990 ）は，「製図は，近代技術が産

んだ抑 れた情報伝達媒体である｡ １と述べているI’｡しかし，今回は，児童の読凶能力6）

熟辻を直接の目的とはしていない。今回の授業で私共がFI的としたことは，あくまでも２

年生の箱の形の２次元表象である｡

了 ）低学 年 の児童が応 叙図を描 けない原囚

･般 に「 低学年 の悲 瞰に111｛方 休を紙 の上 へ描かせるとS£取図としてはほとんど もの にな

らず， 位相的 なこと も手伝 って，あたか もｆ 而と未分化 であ るような感じを与え る｡ この

多くは手が日についていけ ないためであ る。リ ’と言われる。 また，「低学年の子 供達 の

児眉 の空 間認 識が，鉛直・ 水平的 な認識をしていて，3 ，/1 年 になると平行・垂直的 な空

間認識 に変わ ってくる ’rが多い｡ 斜めの道を斜めに歩いてい る人の絵が描けるよ うに なる

のは 一一･殷 的にい って巾学年以ll で ある｡ 」:”という1胡1 とＪａｎ ｖａｎ ｄｅｎ Ｂrink （1983 ）の

｜生徒達 が うまく描く ことの できない多くは，平行関係を保たないことに原囚があ る。ｊ

¨ とい う指摘 を介わせて ’行え れば，低学年児は平行・垂心概念を持 っていないので 直方体

の|砲取図 は描 けない， という結論になろう。

イ）読図能力と人象能力の閔係

手が|.|についていけないという部分の読図能力と表象能力との関係について，Jall ｖａｎ
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den Bｒillk（1983 ）は［ 平行が保たれていない辺で構成 された立方体の図を見たときには，

（立方体をIE 確にかくことができなかった）生徒は間違うことなくその図を直す。（立法

体を見ること〉は，〈立方体を描〈 こと〉より特性を考慮する傾向にある。）` ’と捉えて

いる。低学年児におけるこの２つの能力 の関係を見ることで，私共は，見1咬図指導の視点

を何におくべきか判断できると考える。

ウ）見丿咬凶を描くときの情報の保存と欠落

山崎【】992）は，次のように述べている。「３次元の対象を２次元に落として表現する

とき，３次元の対象に関するかなりの情報の欠落してしまう。逆に，３次元の対象の２次

元の表現からその対象を想起する場合には欠落した情報を付加して捉えなければならない｡

このようなことについては，教師にも，生徒にもあまり意識されていない。」6）と。この

指摘を考慮すれば，３次元と２次元間の変換によって保たれる性質，欠落する性質につい

ての視点を児L硲がもつことが箱の形を見収図で表す時の手がかりになるであろうと考えら

れる。そこで，ず行関係は切｛躯|を描くときに大 切な性質であるが，平行・垂直概念をも

たないとされる低学年児において，その性質を特に意識させることなく，他の保たれる性

質を重視さぜることで指導することが可能かという見解が私共に生じた。

エ）これまでの指導との対比

現在の指導要領では，見収閑の指導は４年生の「直方体と立方体」の単元でなされてい

る｡ 直観的にl 辺や面のつながり，それらの位置関係などについてJI幽9できるようにする！

‘̈ ために見取図や展開閑で表すことが方法として扱われている。教科書では，方!脚 肋 町ヽ

えられ，教師は直方体・立方体の性質を使うこともなく単なる技術指導になりがちである｡

私共は，腿jC吻lがアフィン変換に基づくものであると捉え，児童が箱の性質の削 Ｗを助

ける手段として切【Ⅲ1を指導することを試みた。事前に，低学年児に見IM図指導が可能で

あるかを判断するために調査を行った。

見取図を描くための「大前提」となる条件を次の２つと考えた。

（ Ｄ 線で闘むことで而を描くことができるという意識があること。

（２）対応する頂点と頂点を線で結ぶことができるということ

上の２つの条件が満たされているかを見ることで低学年が３次元の対象を２次元に表現可

能である基礎ができていると判断した。その結果と読図能力と表象能力の関係から，変換

によって保たれる性質の平行概念，鉛直概念，辺の長さのどの視点から指導をすることが

妥当であるかを探った。授業プランを作り２年生で実践していただいた結果，低学年児で

も見1【11図が描けるようになった。
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２　事前調査について

（Ｉ）平前認識調査

低学年児に現在の児童の読図，表象能力を調べるために１１月上旬に山形大学教育学部

附属小学校１年２組，２年２組の児童に箱の形の応咬図についての調査を行った。２学年

の間にどのような違いがあるかを見寸こ。彼らに行った調査問題は，与えられた直方体の形

を描く（衣現），こららから提示した６種がiの図から箱の形のものを選ぶ（指摘），見取

凶を与え，その絵をまねて描く（模倣），といったものであった。これらの調査結果から

次のことがいえる。問題と結果は，末尼に祓せた。

・〈表現〉

どの程度の表象能力をもっているかを判断する。

１年?Lが描いた箱の形からは，線で囲むことで而が描かれるという意識はみられるが，

箱の対応する頂点と頂点とを正しく辺で結ぶことができない。描く絵も平而図的であり，

而が長方形でできていることを強調する。これに対し２年生は，平而図的な絵を描く見 硲

は少なく，頂点どうしをつなぐ辺の表記については正確である。

・〈指摘〉

剋 試図を迄択できるかとうかを調べる｡

１年生の中には，嘔而図的な絵を選ぶ児童もわずかながら見られた。２年生においては，

平而閃的な絵を選ぶことはなかったが，間違った立而図的な絵を選ぶ児童が多かった｡ し

かし，両学年ともこの問は複数回答できるものであったこともあり，全貝が正確な見収劉

を指摘していた｡ このことから両学年の児瞰には，確実とはいかないまでも箱の形を読み

取る能力があることがａえる。

・（模倣）

見取図の関係を捉えることができるかを判断する。

１年生は，箱の形の見取凶自体の指摘ができるが，直方体の見丿杖図表現が平面凶的とい

うことから，見1民国を与え同じように描いてもらった。２次元に表象されている図を見て

も関係が見抜いて表現がされない時には，辺 似図の指導は行えないことになる。２年生の

ほとんどが正確に模倣したとはいかないまでも少なくとも立而凶的な図を描けだのに対Ｌ，

１年生は，約半数が平面図的な描写をした｡ １年生は，この場合でも頂点を辺できちんと

結ぶことすらできない。

・〈指摘〉と く模倣）の関連から

２年生では，箱の形として指摘した図形と模倣して描いた槻形とを調べると，その両々

は類似している。Ｊａｎ van den Brink （1983 ）が述べているように，指摘した形の方が模

倣においてよりも性質を十分考慮に入れている。しかし，模倣するときと指摘するときの

憲識が同じ視点であるということはこのことから伺え，児盾の意識している性質を知るＴ

がかりとなった。
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これらの３つの調査から11ﾘtx図の描写するときに必要な性質，辺に関わる(J)鉛吐性以)等

長性co 平行性④直角について以下に述べるような結果を得た。

(!)鉛直性

１，２年生は，縦の線の鉛直を表現するのに閑錐さは覚えない。１年生に関しては，上

面の辺 までも水平・鉛直の概念で描こうとする。

(2)等長性

２年生は，縦の線を鉛|Iliに下ろすことはしても，その長さを同じにすることは‥ａ識さ

れていない。ただし，上の面について向かい合う辺の長さは等しくしようと試みる兇心は

多かった。

cI)平行性

低学年児は，平行の概念がないことから，彼らが描いた図からは，向かい合う辺を平行

に描〈 という意識はない。 また，顕著に表れたのは，２年生においての〈指摘〉の問題で

あった｡ 多くの児童はiE確な見丿咬閃と並立して，側而の下辺が上辺と平行になっていない

凶を選んだ。

正 確な 見収図 児童が多く指摘した見取図

匈直角

１年生の表現，模倣した箱の形からは，直角が保持され，ほとんどの児童がが２而以上

を長方形として描く｡ ２年生は，女児に直角の保存に拘泥する児童もいたが，１年生のよ

うな２而以上が長方形ではなく，少なくとも１面は直角が崩され，平行四辺形，台形を組

み合わせた図になっている。

１年生が表現した箱の絵の例 １年生が模倣した絵の例

以 上から，２年生の特徴をまとめると，私共が辺 咬凶指導をするための大前提とした２点

と変換によって保たれる性質の鉛直性（平行性が変化したもの），等艮性と欠落する性質
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の直角について，十分丿珀¥ できていることが分かる。これにより，見取図を描く

きる条件を満たしていると判定した。

こ とがで

(２) 個人而接訓査

事前認識調査において，私共は，２年生に辺の等長性，鉛直性の視点から指導可能であ

ることが分かった｡ 先の調査で明確に確認できなかった，向かい合う辺の平行性 も指導で

きるかどうか訓べた。対象は事前認識訓査をした２年２糾の中から５人を選出し，１２川

上旬に個人而接の方法で行った。

児童に平行関係を｢ きれいに並んでいる線｣ という川語を使うことで意識づけようとし

た。活動内容は，次の通りである。而接官が指示し，児童が活動する。

(!)ツマヨウジを並べて，縦，横，斜めの平行を作る。

(2)本物の箱と見収図の中で，きれいに並んでいる線を探す。

(3)事前認識調査時に描いた自分の絵をみておかしいところを探す。

調炎から，活動自体はスムーズにいったのだが，「きれいに並んでいる線」ということ

だけでは，［平行］関係を児童に意識させるまでにはいかなかった。箱の形と見取図から

嘔行関係にある辺を全て抜 き出すということはできなかった。また，自分の描いた見J【又凶

を直すときに平行関係の点から直した児 童は１人にlkまった,‥ 直すときに児蛮が言柴に

したことは，辺の １鉛心性」と1 °等長性」であった。このように，低学年児には平行関係

を立体図形の中で指摘させることは困難であり，そこで平行性については指導することな

く，児童が意識しているf 辺のr 鉛直性』とr 等長性｡「1 とでが妥当であると判断した。

３　授業実践の概略

事前認識，個人面接事前調査を受け，見取図を描く準備が児竃の中にできていることか

ら，「はこの形」の単元に

（1）縦の辺の垂直

②縦の辺の長さ

をもとにぷ£I咬凶を描けるような課題を組み入れ，授業プランを考えた。なお，直方体の性

質を使えるようにするために箱作りの経験を通すこと，艇開図の視点から而と面とのつ な

がりを捉える活動を取り入れた。

山形大学附属小学校小松和 管学級で私共のつくったプランに基づいた実践をしていただ

いた。期間は，1996年川25 日～2月7口の日時間（製作活動時間にあたる第6,7時を除くと

火質は10時間）である｡ １Ｈの授業は，２時間続き（２時間で第１時とする）で行った｡
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◆第１時　１自分の箱と同じ大きさのはこを作ろう。　ｌ

内容：Ｏ箱の性質を馴べ，自分の方法で箱を作る｡

児童は，各自の箱と同じ大きさの箱を作るために，

・而の形，数　　・辺の数，種類　　・頂点

について考察し，箱取りや展洲閃（全ての而ではない，４而4呈J変）を拙き，切り

収り，セロハンテープを使って糾み立てる。できた箱と元の箱を比べる。

児硲の反応：向かい介う辺の災さが川じ，辺が１２本，頂点が８つ，１つの頂点に直角

が２ 利川，同じ長方形が３種類，同じ長さの辺が３種類…といった性質を

挙げ，箱の形のことを知った。

両川紙で作る時の方法は以 ﾄ の゙通り。

- 皿 皿

而とりして一枚ずつパラパラ・・

箱をﾘJ り，写す　　　　　　　・・

展開図を描く　　　　　　　 ‥

箱を回転して而収り

その他

●　 ●

・15 名

・　9 名

・　 １ 名

・　2 名

・　　１名

一 一 一 一 一 一
〃

一 一 一 一 一

◆第２時，第３時「紙をバラバラにしないではこを作ろう。」

内容：Ｏ ‥･枚の紙から箱を作る｡

教師が切り開いた箱の艇開図を観察することによって，前時のどの作り方でも艇

開図と 一致することを知る。展闘図が一番作りやすいことを知る。また，セロハ

ッテープでつけないとしたときに，のりしろの必要性に気づき，展開凶のどの位

1既にのりしろをつけるかを考える。展開図の面に絵を描かせ，ロープウェイにし

て楽しむ。

児童のJ剋 む；展開図を描く中で，而を写し取ることより辺の長さを測ることの方ができ

あがりがきれいに仕上がると判断し，３種類の辺の長さを測るだけで十分

なことに気づいた。但し，この性質を本当に使えた子供はわずかである｡

できあがった展開図にのりしろをつける活動では，どこの部分にのりしろ

をつければよいのか分からず，全ての辺にのりしろをつけ，のりしろとの

りしろを合わせる子供が多かった。児蛮がこれまでの工作でのりしろで張

り合わぜて作る活動の経験が不足しているように感じられた。

令第４時　「はこの「ほねぐみ」を作ろう。」

内容：Ｏ罰点の回りの３直角，辺の純類と数に注意しながら，ストローとモールで箱の

形を作る｡

辺の種矧，数を考えて，長さによって色の界なる３種類のストローを適当な長さ
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にりjる。モールを使い， 上 の形の頂点を作り，三角定規で３心角を確認する。

ストローとモールをつなげて骨組みを作り，できた骨組みの絵を描く。

児砥の反応：必要なストロ ーは３種類を４本ずつということから１２本であると答える｡

りえられた｜本のモールから簡単に３直角を作った。箱の形を作るために

いくつのモールが必要であるかの問いに４つと答えたが，すぐに４つだと

上の而しかできないので８つ必要だということになり，各r18 つのモール

と１２本のストローをそろえ，作業を始めた。

色別にストローを長さをそろえて切り（このとき定規を使うことはしなかｰ･

た），組み立てた。その骨組みの絵を色鉛筆で描いた。自分で組み立てた

過程があるため，辺と辺のつながりは見えていたようである。

彼らが描いたものは次の通り。

見丿咬凶 のように描 いた

見丿以図の崩 れた もの

・・・１２名

●　 ●　 ●

平而図的で辺の数の令うもの　　‥ ・

平而図的で辺の数の合わないもの‥ ・

その他

描けなかった

・　 ●　 ●

●　 ●　 寸

５名

７名

6 名

３名

２名

一 一 一
一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

◆第５時 ［ 写莫のように描こう。］

内容：の絵を描くときの浹まりを探し，箱と絵の違いを知る。

絵を描くときに注意した所，難しい所を考える。見取図を描くときのコツを まと

め，見取凶と実物の箱の違いに気づく。

児なの反応：前時の箱の形を描く活動について，難しかったという感想の児童が多数で

あった。難しかった所として，「頂点の所と辺の３本の所」「長さが分か

らなくなる１［ １２本描かなけれぱならないから］「縦の辺が斜めになっ

たり，長さが述ったりする」ということが挙げられた。

上手に描けた児童にどうやって描いたかをたずねると，「縦の線が斜めに

ならないようにして，長さを同じにするJF 上の而をダイヤのように描い

てから縦の線を’ドろした」「同じ長さの辺を同じ向きにする」と，注意し

た点を答えた。これらをもとに〈描〈 ときのきまり〉を順番を考えながら

作り，見収側を描きやすくした後，もう一一度与えた箱の形を描くことを行-

た｡ 描き方の順序だけではなく。「箱の上面が斜めからみるとつぶれた形

になること1　1’つぷれた形なので碩点の角は直角ではなくなること Ｓを確

認しながら，描いていった｡
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●ま と め ー 一一-一一

縦の辺の長さ同に 縦の線を真っＪ
= 皿 r ＝ = ＝

Ｗ 咬図の状況

－ －

－ － －

正しく描けた

描く途中

間違っている

-

ぐに描く rl

一 一 一 一

形はつぶれ

２ ８／ ３ ／１

３ ／３ ／１

３ ／ ３ ４

一 一 一

一 一

-随 一

闘違-l ているものは，［上のダイヤが歪んでいる（平行が保たれていな

い）。|「 ﾄﾞの辺が一直線になっている（長さの欠如） 」が原因である。

第６時，第７時 ［ヘリコプター，小物人れを作ろう。 ］

内容：０ 既習の剌淵 を使い，展開図からおもちゃを作る。

見本のヘリコプターや小物人れを兄て，各自作りたいものを決める。工作川紙に

輔の形から発艇した形の展闘図を描く｡ 自分なりの大きさや対応する辺の長さを

考え，のりしろを作り組み立てる｡，色を塗ったり，千代紙を貼って，完1友させる，

児童の反応：Ｑ本をみて，児童は意欲をかきたてられ，おもに男児はヘリコプター，女

児は小物人れを作った｡ ヘリコプターの艇讃］図は 一一而が空いていたことも

あり描きやすく，１つ完J＆した後にもう１捨作る児童もみられた。 ‥-力，

小物入れは外側の展開凶の他に小物を入れる蓋なしの箱の展開凶を２～３

惘作らなけれぱならなかったために，男児よりも完丿戊がかなり遅れた。

/1　結果と考察

ア) 見収図を描く技能について

これらの授業を通して，児童はりa 図を描く技能を身につけた。彼らが第５時の中で箱

の彫を描くためにまとめた くきまり) は，次の４つである。

(1)上の而をダイヤの形にする

(淘縦の線を真っすぐに下ろす

(4)3 種類の長さの辺を考えて，長さを同じにする

(4)同じ長さの辺は|司じ向きにする( 平行関係の難しさがあるので，意識できる児疵が

使えればよいと考えた，)

児童がそれぞれ注意したことを描く順嵩を考えてまとめたものであるが，このきまりを身

にっけることで９割以L がQJbl凶を描くことができた｡ ２年生は平行の概念がないために

£確なものとはいかないまでも，向かい令う辺の長さを憲識し，長さが同じになるように
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辺を数回描き心すといった児童の姿が見られた。描かれた見1【又図はほぼ正しいものとｊえ

る。事前に行 った調査では，斜投影図タイプの見取図を描く児童が多かったが，授業後は

等角投影図タイプの囚ほ図を描〈 児童が増えた。これは，〈きまり〉において最初に1 ･｡ の

而のダイヤを描くことから始めたことによると思われる。

イ）見l誂閃指導について

前述の辿り，児ぷは，1£収図を描くぎまりをまとめた後は，正確な見j【51図を描くことが

できたが，第１時の性質調べの後の第４時のストローの骨組みの箱を描くときには，辺の

数のみを意識し，辺の長さを考えずに描く傾向があった。前時までに学習して得た結米を

他の学習活助に応川することが不十分な学年であるため，性質全てを生かすことのできる

活動として，見収凶は有効である。これまで，見】B小|指導の捉え方を而と而のつながり!1

合を見るため，直観力を養うためといった視点から艇開されていたが，図形の性質の確認

や定着をみるための手段とする位iaづけへと変史し，力|】えて，２年生において平行閔係を

意識させることなく，見1咬図を描くことができる指導方法を確立できたように思う｡ 教

師も，児盾もこれまで，変換によるF 情報の欠落」という観点から３次元の対象と２次几

の表象の関係を捉えてこなかｰ，たが，第５時の授業において，実物 の箱と写莫に写ってい

る箱（写莫は，jﾐ みを直したもの）の違いとして，保たれない性質と保たれる性質を扱っ

た｡ 児童たちは，直角の欠落と縦の辺の等長性と鉛直性に注目した。平行性は，概念がな

いために完全に捉えることができたとは言えないが，縦の辺の鉛直性が一種の平行性とし

て扱われている。

ウ）今回の授業の改普点

・ja後の製作活動で，対応する辺の長さに注目して誤聞図を描くといった児童が少なく，

適当な展聞図を描いてから余分な長さの辺を切るといった児童が目立った。このため，

展開図の学習時ののりしろをつける活動に工夫が必要である。できれば，コンパスを取

り入れ，辺の長さについての学習が展開できるとよい。

・製作活動の小物人れは，展開図を描く時点でこの学年の児童には難しかったと思われる,。

工作川紙の小物人れが完成した後の千代紙の切り出しは，展開図を描く，又は，長さを

測るという方法ではなく，而取りの方法を川いた。lgの子に人気のへりコプターは，児

童に適していたのに対し，女の子用の製作物をもう少し易しく，男の子と同じレベルに

するべきであった。製作時間が多かったのも，小物入れの展開図の形が難しかったこと，

その他に小物を入れる箱 の展開図を描かなければならなかったこと，といった小物人れ

の難度が高かったためだと思われる。また，川 咬図を学習した後 の時間であるために，

展聞閃学尹?の確認のみではなく，り 収図に関係した課題があるべきであった。
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エ）今後の課題

今回の実践から，２年生において見収図の学習が十分に可能であることが分かった｡ 児

童は箱の形を描くことに興味と関心をも･，て収り紬んだ｡ この状況を考えると，これまで

/1年生において学習されてきた見取閃学習がその学年の興味を引くものになっているか，

思考状況にあった内容であるか等の問題が生じてくる。今後は，４年生の立体閃形の指導

についての内容の吟味が課題となるであろう。

最後に，この実践においてご指導くださいました森川幾太郎先生，ご協力 いただきまし

た附属小学校の国井修先生，小松冒|】彦先生，仁藤弘:l さんに深く感謝し御礼申し上げます｡

１ ）

２ ）

３ ）
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sketch　by　 ｕｓing　the　p ｒｏｐｅｒties　they ｗill　find.

Ａｃｃｏｒding　t ０　０ｕｒ　p ｒｅ－ｒｅsearch　into　ll ｗhethe ｒ　ｃａｎ　they　 ｍａｋｅ　ａ
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付録１

茫童の見丿咬図（小前調査と授業後）

.･j咄 訓査では正而から見える２而を描いていた児童が３面を描くようになった｡

側而の辺の長さは，等しくしようと意識しているが，上而の向かい合う辺の長さは，

正確 ではない､、

・･ji前調査では/1而を描いた児童。授業後の見収り図には，見えない部分も描いて

いる。

・側面と正面の下辺が一直線になっている児童。

→

●

７３
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付録２

製作活勣のヘリコプターと小物入れの展開閃

‾乙
＼ノ
¬

＿_ ノ ゝ　　　　 ／

ド
レ

レ

児童 の完丿戊作品

Akita University



付録３

事前調査と結果

事前認識調査（山形大学教介学部附属小学校　川井学級３９名，yj嘲1学級３７名

1995年Ｈ月上旬実施）

75-

調介問題

児 収には，３種類の色の而からできている箱，辺に３種類の色を塗っている箱，３種類

の色のストローの廿組み（すべて人きさは８×７×５Ｃｌ）をりえた｡

（､1）〈指摘〉本物のように見えるのはどれでしょう。（②〈衣現〉③〈模写〉における

箱の表記も以下のａ～ｆとする。）

-･I㎜W-口

ｃｎ

ｃ○

二
〇
[∇コ

１年 男　女

ａ １　２

ｂ ０　１

Ｃ

Ｗ ㎜

ｄ

18　20

５　４

ｅ ０　０

「

--四
その1

５　４

１　０

２

( 複数川答)

年 男　女

ａ ０　０

ｂ ０　０

Ｃ 20　17

ｄ ６　３

ｅ １　０

「 12　7

・両学年において，全貝がｃを選んでいる。

・２年生はａ，ｂの平面区|的な図を指摘せず，ｃと

似たｒを多く選んでいるのが特徴的である。

②〈表現〉箱の形をみて，本物のように描いてみましょう。

而 辺 山 一

-‥一一一

フヒ ．

ｂ

男　女 ﾘj　女 外　女

２　４ ２　０ １　０

０　０ ０　０ ０　０

Ｃ １　０ １　０ ４　０

ｄ １　０ ０　０ ０　１

Ｃ Ｌ　Ｏ １　０ １　０

「 ０　２ ３　２ ０　０

そ囃 14　14 12　18 13　19
,　　 ㎜

］
丁

工
÷

不

一
心

に ２年 面 辺 山 一

男　女 舅　女 男　女

ａ ０　４ ０　４ ０　１

０　　１ｂ ０　２ Ｏ　Ｉ

Ｃ ２　６ ２　４ ４　Ｇ

ｄ ！　０ １　１ １　０

ｅ １　０ １　０ １　２

ｆ I（］/1 11　3 ６　２

そ喊 ６　１ ５　４
８　 ５

一 一‥
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・２年生は，ｆの図を描く児童が日立つ。

・７割以.L の児心が立而図的な辺1ボ|を表現しようとしているのに対し，１年生は，jj

倒的にその他の描き方が多い。

・２年生では。而，辺を３色にした箱よりもストローの骨細みの方が平而的な凶を描く

子供の数が減る。

（;0（模倣）ドの絵とII孔:ように描いてみましょう｡

・１年生には，少数であるが，

11 ， bの図を模倣する児童がいる。

・２年生は，ｆの図の模倣が多い｡

１年 舅　女

ａ ２　２

ｂ １　１

Ｃ ３　２

ｄ ２ ０ 

ｅ ２　０

ｆ ３　７

を哺 ６　８

Ｏ 〈指摘〉と〈模倣〉の関辿を調べるために結米をクロス集計した。

１･!１°　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ２年

男　女

ａ ０　０

ｂ ０　０

Ｃ ２　４

ｄ １　２

Ｃ １　３

ｆ 14　7

そのl ２　１

鴎＼隨 ａ ｂ Ｃ ｄ ｅ ｆ そ縫

ａ １ ２
ｂ

一 一　--
Ｃ

１

４ ２ ６ １ ２ ９ Ｍ

ｄ ２ １ １ ４
ｅ

ｆ １ １ １ ２ ５

叫 一一 一

１

ふ
○

劃
白

鴎＼隨 ａ ｂ Ｃ ｄ ｅ ｆ そ眺

ａ
－-

ｂ --ﾐ ゜ －
２

Ｃ ６ ３ ３ 23

ｄ ２ １ ５ １

ｅ １
一 一１

ｆ
－
に） １ ２ 10

・指摘した図と杖倣した凶が散在している１年生の表に比べて，２年生の表は，

摸倣の図の共通性・類似性を表している。

指摘と
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